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令和８年 

蔵王に行ってきました！ 

１月２４日（土）、２５日（日）玉庭スキー教室が行われました。今年も蔵王温泉スキー場です。参加者は中学生１名、小学生５名、指導者６名、温泉チーム５名の合

計１７名の参加でした。東北随一と言われている蔵王温泉スキー場、総面積３０５ｈａの広大な敷地が、老舗スキー場の特徴とも言える多くの索道で繋がれ、ストレ

スなく楽しむことができました。（ロープウエイ２基、ゴンドラ２基、リフト２８基 全国で索道数２番目と言うデータもあるらしい！） 

今回は、「びゅんびゅんチーム」と「女子―ズ・チーム」に別れて行動しました。びゅんびゅんチームはスカイケーブルから山頂へアプローチ。その後一日で大森ゲレ

ンデ、竜山ゲレンデ以外のゲレンデを滑り倒しました。その名の通り、びゅんびゅんでした！女子―ズ・チームはベースハウス（ジュピア）がしっかりしている上ノ台

で練習し、その後スカイケーブルでダイヤモンドバレーへ行きました。戻る際、２年女子は、高鳥コースを滑りました。（上ノ台との接続点、ハーネンカム A、B コース

は少しきつく、転んでしまいましたぁ～）１年生も頑張りました。家族スキーの経験を活かし、上ノ台、ダイヤモンドバレーをきっちりボーゲンで滑れました。 

スキーがほぼ初めての１年生もおり、初めは雪上で立つことも難しい状態でしたが、最後には、自力滑走まであと４時間・・・と言うとこ 

ろまで、上達しました。（超がんばりましたぁ～。嬉涙！）温泉チームの方には低学年のスキーや靴の運搬、食事の場所取り等、一番 

大切な部分を助けて頂きました。（温泉チームと言いながら温泉を巡る時間はなかったかと・・・） 

そして忘れてならないアフター・スキー。こちらも充実（ここから本番の方も居た？）、楽しすぎてここには書ききれず、思い出袋がパン 

パンです。ご参加頂いた皆さんありがとうございました。今年参加頂けなかった方も含め、来年も玉庭スキー教室で会いましょう。 

荒れると言われた週末でした
が山の天気は別物。２日とも
青空が顔を出しましたぁ！ 
（テンション・ア～ップ！） 

もっと写真を見て！ 

むくり鮒 山形県水産業賞受賞祝賀会 （山形県水産業賞受賞を祝う会 実行委員会主催） 

２月７日（土）「水田養魚研究会 山形県水産業賞受賞を祝う会」が割烹喜楽で行われ 

ました。佐藤置賜総合支庁長、舩山県議会議員、茂木町長を始め多くのご来賓の方々 

にも、ご臨席頂きました。開会後置賜総合支庁長から表彰伝達が行われました。祝宴に 

入り、“水田養魚研究会の足跡” についてお話がありました。（今までのあゆみ・鮒養殖の 

現状について・課題等）２００２年から約四半世紀を経て今回の受賞となりました。２０２４ 

年には、文化庁１００年フードにも認定され、２０２５年には、川西町ふるさと返礼品に登録 

されました。“きれいな沢水で育て 玉庭の人情で味付け” された むくり鮒、今後もずっと 

ここ玉庭から全国の皆様にお届けできることを、心よりお祈り致します。 

このたびは受賞おめでとうございました。 

２００２年  舩山現人県議より中山間地域モデル水田として養魚事業 

の検討依頼を受ける 

２月 鈴木孝幸氏を代表者として、ほか４名で取り組み開始 

を決定 

２００３年  玉庭水田養魚研究会を発足 会長 鈴木孝幸氏試験場より 

稚魚を分譲 養殖を開始 

１２月 交流センターでむくり鮒加工実習を行う 

２００ｋｇのスタート 

２００５年  ふるさとセンターに加工センターを設立 

東北電力で進めている地域づくり応援制度の適用 

玉庭農産物加工センターとして加工事業を展開 

営業責任者 鈴木孝幸氏／衛生責任者 大滝喜作氏 

２０１６年  加工センター衛生責任者変更 大滝喜作氏→鈴木孝司氏 

２０２０年  共同集荷場・越冬設備として水槽を建設  

（町６次産業化支援事業） 

２０２１年  加工センター営業責任者変更 鈴木孝幸氏→鈴木孝司氏 

バックフォー購入（県水産業成長産業化支援事業 ） 

２０２４年  文化庁 １００年フード 認定 

２０２５年  山形県水産業賞 受賞 

川西町ふるさと納税返礼品に登録 

水田養魚研究会 今までのあゆみ（祝賀会資料“水田養研究会の足跡”より抜粋） 

訪問しました、玉響の会！ 

支援育成団体「玉響の会（たまゆらのかい）」（会長：伊藤君子さん）を訪問しました。会員数６名、山菜や青菜、キュウリ等の塩漬けと言った加工食品を作り出荷してい

ます。（出荷先はかわにし森のマルシェ、川西欲浴センターまどか、道の駅米沢）また四方山館の各種行事にもご協力頂いています。材料の野菜を畑で栽培した

り、会員相互の親睦をはかるため茶話会をしたりと、食品作り以外の活動もされているようです。活動は毎月１回、下処理→食品加工→出荷準備と３日間行われ 

ます。訪問した日は、キュウリのパリパリ漬け、碧玉漬け、おなめ、甘酢大根（この時期のみ(？)）の下処理の日でした。お湯を沸かし、材料を切って、ボールに入 

れて、混ぜて・・・と各工程が手際よく進められていました。加工センター内に聞こえる「トントントントン」と言う包丁の小気味よい音が印象的でした。 

玉響の会の皆さん 

伊藤君子さん（会長／中程）、小池ふみさん（御伊勢町） 

武者万里子さん（御伊勢町）、長谷川いち子さん（御伊勢町） 

小野裕美子さん（酒町）、須貝三枝子さん（上和合） 

 

 できあがりはお店で・・・・お楽しみに！ 

いやぁ、見ったけば、 

下処理なんだげんど、 

ご飯食いだぐなったっ 

けず・・・ 

表彰伝達 万歳



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 編集後記：日曜は３ｷﾛ歩いて学校のスキー場でスキー。袋にワラを入れたソリもよく滑ったし塩引き弁当は冷たくなってもうまかったなぁ。元気だった１２歳の２月 青 

資源ごみ回収（缶、瓶、古紙） 
缶瓶：２月１５日（日）と３月１５日（日） 

古紙：３月８日（日） 

缶、瓶は、それぞれ分けて透明な袋に入れて出し 

てください。（中身が確認できるレベルの半透明 

袋も許容範囲）中身が確認できない袋には入れないでください。 

今後の主な予定 

２月１４日（土）又は１５日（日）：雪あかり事業 

２月１５日（日）：玉庭 YUKIMATSURI 

２月１６日（月）：月曜サロン・放課後子ども教室 

２月１７日（火）：味噌つくり体験（１回目） 

２月２１日（土）：味噌つくり体験（２回目） 

２月２４日（火）：花講座 

３月２日（月）：月曜サロン・放課後子ども教室 

花講座   

今年度最後の花講座が２月２４日（火）に行われます。参加ご希望の方は２月

１９日（木）まで四方山館へご連絡ください。 

雪の行事 ing （現在進行形） 

館報がお手元に届く頃、玉庭では、雪の行事が行われています。行事の様子

は次号で詳しくお伝えできればと思います。 

✔雪あかり事業 

愛護会の皆さんによる雪あかり事業。今年は２月１４日（土）又は１５日

（日）、天気を見ながら行われます。小中学生のお子さんがいるご家庭にロ

ウソクをお配りしいています。（中学生は２年生まで）みんなで一斉に、又

は各家庭でゆっくりと、天気に合わせやり方は各自治会によって異なりま

すが、道すがら “ポッ” と明かりが見えるかもしれません。 

愛護会のみなさん以外で雪あかりを行い、きれいな写真が撮れた方は四

方山館にご一報ください。ＨＰ等で紹介させて頂ければと思います。 

✔玉庭 YUKIMATSURI  ２月１５日（日） 

恒例のスノーモービル運行、そして昨年度に引き続きティラノザウルスのイ

ベント等、雪の玉庭ならではの雪まつりが行われます。 

Happy Valentine’s Day バレンタイン・デー   

バレンタイン・デーです。チョコを女性から男性へ贈る習慣がありますが、それ

は日本だけで、元々は “恋人たちの日” とのこと。その発端は３世紀ごろのロ

ーマにあるようです。日本での始まりは昭和１０年までさかのぼります。 

＝＝＝ちょこっと情報＝＝＝ 

本命チョコ  ：好きな人や恋人に贈るチョコ。 

義理チョコ  ：本命以外の人に義理で贈るチョコ。 

世話チョコ  ：お世話になった人に、日頃の感謝として贈るチョコ。 

マイチョコ  ：自分で準備するチョコ。 

友チョコ  ：お友達に贈るチョコ。 

ファミチョコ ：家族に贈るチョコ。ファミリーマートで買う  

逆チョコ  ：男性から女性に贈るチョコ。 

子ども教室 
1 月１９日（月）今年初めての子ども教室が開かれました。年末年始でしばらく

お休みでしたが、四方山館がいつも通り元気な子供の声でいっぱいになりま

した。 

 

インフルエンザの流行もありましたが多くの子ども達に出席いただき開催す
ることができています。みんなで広い部屋の中で走り回っています。寒さに
も負けず仲良く楽しく活動していきたいと思います。 

（子ども教室 コーディネーター 田宮） 

玉庭ソーラーパーク 

『玉庭ソーラーパーク』地域情報交換会が四方山館 

で行われます。ご参加ください。 

３月３日（火）午後１時３０分 

支援育成事業・報告書提出のお願い 

支援育成事業の報告書の提出をお願い致します。 

２月２７日（金）期限でお願いしております。まだ事業が 

完了していない団体につきましては、その旨ご一報 

くださいますようお願い致します。 

四方山館の積雪、1/26 に
175cm あったのですが 2/6
には 140cm に減りました。ち
ょっと気温があがるとズカズ
カ減っていきますねぇ。 

ゆ き ま つ り 

連載「健康づくりについて」 

川西町健康子育て課からの「健康づくりについて」を連載しています。 

ちょっとした習慣で健康生活！ 

「第３次川西町健康増進・食育推進計画」より 

（町のホームページでも詳しくご覧頂けます。⇒） 

町の死因第１位は「がん」であり、高齢化とともにさらに患者数が増加すると

予測されています。喫煙はがんをはじめ、脳卒中や慢性閉塞性肺疾患

（COPD）、２型糖尿病、歯周病など、様々な病気と関係しており、予防できる

最大の死亡原因であることがわかっています。また、喫煙者が吸っている煙

だけではなく、たばこから立ち昇る煙や吐き出す煙にも、多くの有害物質が

含まれており、たばこを吸っている本人が吸う「主流煙」より周りにいる人が

吸う「副流煙」のほうが悪影響と言われています。 

 

＜町の課題＞ 

喫煙をする男性の割合は約２割となっています 

受動喫煙を受けている人は約２割（そのうち約５割は家庭）となっています 

 

＜個人・家庭・地域の取り組み＞ 

▶ 喫煙の健康への影響について理解します 

▶ 喫煙者は、禁煙にチャレンジします 

▶ 家庭内での受動喫煙をなくします 

 

 

禁煙による健康改善効果は？？ 

禁煙は、わずか数十分後から様々な健康改善効果をもたらします。 

禁煙  20   分後→血圧と脈拍が正常値まで下がる 

禁煙   1   年後→肺機能が改善 

禁煙 1 ～ 4 年後→虚血性心疾患や脳梗塞のリスクが 1/3 減少 

禁煙 10～15 年後→様々な病気にかかる危険が非喫煙者のレベル 

まで近づく 

 

電子たばこ・加熱式たばこにも、ニコチン
や発がん性物質は含まれています！ 

子ども達から、かわいい
年賀状を頂きました。 

秩序ある搬入のご協力を
お願い致します。 


